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　オール電算協同組合（増田勝彦理事長）では、平成26年度　大阪府組合等事業向上支援事業「ビジョン・中期計画
作成支援」を活用して、本ビジョン策定に至りました。

オール電算協同組合がオール電算協同組合が
ビジョンを作成しましたビジョンを作成しました

１．組合事業内容

２．事業機会とリスクからみる重点課題

　当組合には国内事業部と国際事業部があります。国内事業部は高速道路ETC事業、国際事業部は外国人技能実
習生受入事業を行っています。

高速道路ETC事業

事　業　機　会

事業機会とリスクからみる重点課題

外国人技能実習生受入事業

リ　ス　ク

● 国内事業部では、高速道路ETC事業を行っている。
当事業では、「ETCコーポレートカード」、「UC ETC
カード」を取り扱っている。

　●ETCコーポレートカード
　　• 東/中/西日本高速道路株式会社より発行される

料金後払いのETCカード。
　　• 法人または 個人事業者が対象。全国の高速道路

又は有料道路等で利用可能。

　●UC ETCカード
　　• 当組合の提携会社より発行される、料金後払い

のETCカード（クレジット機能はなし）。
　　•全国の高速道路又は有料道路等で利用可能。 

　外国人技能実習生受入事業において、以下の事業機
会があります。

◎制度が見直しされる。
　•介護という新たな職種が追加される。
　• 在留年数の３年から５年への延長が検討されている。

○ベトナムからの実習生が増加している。

● 介護職という新たな職種追加という事業機会については、介護施設の要望を聞き、事業として取り組めるかどう
かを検討していくことが必要である。

● 今後の事業環境の大きな変化に耐えうるように、安定運営が可能なように、事業体制を強化することが重要である。

● 競合との競争の中で、組合員を維持していくために、組合員満足度の高い組合としていくことが重要である。

● 国際事業部では、外国人技能実習生受入事業を行っ
ている。当事業では以下等の運営を行っている。

　● 講習用の研修センターと提携し、専門の教育スタ
ッフが教育プログラムを実施している。

　● 入管法令・労働関係法令・不正行為への対応等に
精通した専門講師の要請・手配をして、講習の適
正な実施を支援している。 

　外国人技能実習生受入事業において、今後以下の事
項がリスク要因となりうると認識しています。

○ 今後は、新たに設置される国の監理監督機関による
抜き打ちなど検査が厳しくなる見通しである。

○ 実習生の出身国の経済成長によって、実習生の確保
が難しくなる懸念がある。

○ 実習生の出身国の経済成長に伴い、実習生のモラル
の低下や来日に対する動機の変化が見られる。

　また、高速道路ETC事業では以下のリスク要因がある。

○競合の激化による組合員企業の減少の懸念がある。
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４．組合職員の意見をベースにした将来の価値創造プロセス

５．今後の取組計画・スケジュール

３．経営ビジョンと重点目標・施策

　組合職員の意見交換会で出された主要な意見を将来の価値創造プロセスとして、まとめると以下のようになります。
　一つ一つの取り組みが事業推進体制の強化を通じて、安定的な事業運営と、顧客へのサービス品質の向上につな
がり、顧客満足度の向上に寄与するものであることがわかります。

経営ビジョン 重点目標と具体的な施策

　今後も、以下の２事業を当組合の中核事業と位置づ
けて推進していきます。

　●高速道路ETC事業
　●外国人技能実習生受入事業

　その中で、

　●安定的な事業運営
　●顧客（組合員）満足度の向上

　を最重要課題と位置づけ、その実現にむけて注力し
ていきます。

● 安定的な事業運営
　●職員の確保と育成
　●職員間の仕事量の平準化
　●実習生の監理システムの一元化

● 顧客（組合員）満足度の向上
　●職員の意識向上・知識向上・スキルアップ
　●勉強会の実施（毎年二回）
　　•労働基準法の基本、労災知識など
　●経験を積めるような人員配置

※ 重点目標である「安定的な事業運営」と「顧客（組合
員）満足度の向上」の実現に向けて、組合職員の意見
交換会を開催し、現状の課題認識等を収集して、今後
の施策具体化に役立てるものとする。（次項で、第一
回の意見交換会で出された意見を示します）

Ｎ
Ｏ
項
目 実施事項 推進

担当
2015年度 2016年度 2017年度

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q
１ 職員の確保と育成

採用
配置
教育

２ 職員間の仕事量の平準化
各職員の仕事量の調査
各職員の要望・適性等の確認
職務の再定義・再配分
運用状況の確認

３ 実習生の監理システムの一元化
システム要件の整理
システムの一元化
システム運用

４ 職員の意識向上・知識向上・スキルアップ
意見交換会の実施
勉強会の実施

方針・ルール・
基準の統一・標準化

信頼感の向上
さらなる

イメージアップ業務の効率化と
生産性向上

事業推進体制の
強化

顧客への
サービス品質の向上 顧客満足度の向上

内部
コミュニケーション

の強化

監理システムの
一元化

組合ビジョンと
方針の共有化

職員のやりがいと
満足度の向上

組合職員の
ベクトル合わせ

安定的な事業運営 顧客との関係性


